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ネットワークと 
コンピュータ２ 



バッファ，キュー，スタック，キャッシュ 
コンピュータ内部だけでなく、インターネット上にも、伝送速度
が異なる者同士が接続されている 

CPU 

高速な装置 バッファ 

キャッシュメモリ 

低速な装置 

主記憶装置 

主記憶装置 ディスクキャッシュ 
ハードディスク 

1Gbps   
ネットワーク 

ブリッジ 100Mbps   
ネットワーク 

バッファがあふれるのを防ぐためにTCPで
フロー制御を行う 



キュー・スタック 
スタック(stack) 

データ１ 

データを順に積み上げていく 

Push : データを順に積み上
げていく動作 



キュー・スタック 
スタック(stack) 

データ２ 

データを順に積み上げていく 

データ１ 



キュー・スタック 
スタック(stack) 

データ３ 

データを順に積み上げていく 

データ１ 

データ２ 



キュー・スタック 
スタック(stack) 

データ４ 

データを順に積み上げていく 

データ１ 

データ２ 
データ３ 



キュー・スタック 
スタック(stack) 

データ４ 

出すときは上から 

データ１ 

データ２ 
データ３ 

Pop : データを取り出す操作 



キュー・スタック 
スタック(stack) 

データ４ 

出すときは上から 

データ１ 

データ２ 

データ３ 
FILO (First In Last Out)方式 
最初(First)に入った(In)ものが、 

最後(Last)に出る(Out) 



キュー・スタック 
キュー(Queue: 待ち行列) 

データ１ 

入
口 

出
口 

Enque : データをキューに入れる操作 



キュー・スタック 
キュー(Queue: 待ち行列) 

入
口 

出
口 

データ１ 

データ２ 



キュー・スタック 
キュー(Queue: 待ち行列) 

入
口 

出
口 

データ１ データ２ 

データ３ 



キュー・スタック 
キュー(Queue: 待ち行列) 

入
口 

出
口 

データ１ データ２ 

データ４ 

データ３ 



キュー・スタック 
キュー(Queue: 待ち行列) 

入
口 

出
口 

データ１ データ２ 

データ４ 

データ３ 

Deque : データをキューから取り出す操作 



キュー・スタック 
キュー(Queue: 待ち行列) 

入
口 

出
口 データ１ 

データ２ データ４ データ３ 

データ５ 



キュー・スタック 
キュー(Queue: 待ち行列) 

入
口 

出
口 

データ２ データ４ データ３ 

データ６ 

データ５ 

FIFO (First In First Out)方式 
最初(First)に入った(In)ものが、 

最初(First)に出る(Out) 



キューの種類 
窓口が複数でキューが一つ： 

処理４ 処理６ 処理５ 処理７ 

処理１ 

処理２ 

処理３ 
窓口ごとにキューがある： 

処理１ 

処理３ 

処理４ 

処理２ 

処理５ 処理６ 処理８ 処理１０ 

処理７ 処理９ 



キューの種類 
窓口が複数でキューが一つ： 

処理４ 処理６ 処理５ 処理７ 

処理１ 

処理２ 

処理３ 
窓口ごとにキューがある： 

処理１ 

処理３ 

処理４ 

処理２ 

処理５ 処理６ 処理８ 処理１０ 

処理７ 処理９ 

キューの構造で性能が大きく変わる
ので、それぞれの機能・性質を良く
理解すること！ 



キューの実現方法 
リングバッファ 

データ２ 

データ３ 

データ１ 

キューの先頭 

キューの最後 



キューの実現方法 
リングバッファ 

データ２ データ３ 

データ１ 

キューの先頭 

キューの最後 



キューの実現方法 
リングバッファ 

データ２ データ３ 

データ４ 

キューの先頭 

キューの最後 

データ５ 



キューの実現方法 
リングバッファ 

データ２ 

データ３ 

データ４ 

キューの先頭 

キューの最後 
データ５ 



キャッシュ 
処理速度の速い装置が、処理速度の遅い装置に何度も同じ
データの転送要求する可能性が大きい場合に利用される 

DATA１の    
読み込み要求 

キャッシュ 
高速にアク
セスできる 

低速にしかアク
セスできない 

ハードディスク 

DATA１ 
DATA１ 

DATA２ 
DATA３ 
DATA４ 

最近参照されたデータは、再度参照される可能性
があるため、キャッシュに保存する 



キャッシュ 

DATA１の    
読み込み要求 

キャッシュ 
高速にアク
セスできる 

低速にしかアク
セスできない 

ハードディスク 

DATA１ 
DATA１ 

DATA２ 
DATA３ 
DATA４ 

キャッシュに格納されているデータは、高速にアク
セスできる 

DATA４ 

DATA４の    
読み込み要求 



キャッシュ 

キャッシュ 

高速なネットワーク 
低速なネットワーク 

同じことはネットワークでもいえる 

インターネット 

プロキシ
サーバ 

サーバA サーバB 

サーバC 

（大学内などの） 



コンピュータ内でのデータ表現 
コンピュータ内のデータは2進数 

1個の2進数 ＝ １ビット 

８ビット ＝ １バイト ・ １オクテット 

＝ 

)255(120 8 =−～

＝ 

１０進数 

００ ～ FF １６進数 

では、FF（２５５）より大きい数はどうするのか？ 



ビッグエンディアンと
リトルエンディアン 

例：                をどうするか？ 

0F 1000番地 

1610 40420F000,000,1 =

42 
40 

1001番地 

1002番地 

ビッグエンディアン 

40 1000番地 

42 
0F 

1001番地 

1002番地 

リトルエンディアン 

Sun Microsystems社 
Motolora社 

Intel社 

Power PC, 680x0 
 Core シリーズ
など 

通信上では、ビッグエンディアンを使用している。 



コンピュータ内でのデータ表現 
文字は全てコード化され（番号が割り振られ）ている 

教科書P.89 図3.30等を参照 



本講義はネットワークをメインとするので、３．５節～
３．９節については3年前期の「計算機工学」との重
複もあり、省略する。 

 

ただし、次の項目についてのみ解説する。 



プロセスとスレッド 
コンピュータ内でのプログラムの実行単位 

しかし、現在のコンピュータシステムは複数のプロセス
を並列に処理することを求められる 

プロセス 

プロセスをさらに細分化 

プロセスの切換時に大きな
ロスが発生する 

スレッド 
複数のスレッドでメモリを共有することで、並列処理を行
い、より高速なプログラムの実行を行う 
注意）スレッドはメモリを共有するが、スタック、プログラムカウンタ
の値、レジスタセットの値は共有しない 



プロセスとスレッド 

利点： プロセスごとにメモリが保護されるため、一つの処理
が異常動作しても、他の処理には影響がない 

欠点： プロセス切換時の大きなロス（オーバーヘッド）により、
プロセスの数が増えるとパフォーマンスが悪くなる 

利点： スレッド切換時のオーバーヘッドが小さいため、多く
の処理要求がきても、ある程度のパフォーマンスは
維持できる 

欠点： メモリを共有するので、メモリを保護できず、1つのス

レッドの異常動作によりシステム全体がダウンする可
能性がある。 

プロセス 

スレッド 



本日のまとめ 
ネットワークとコンピュータ２ 

• バッファ、キュー、スタック、キャッシュ 

• コンピュータのデータ表現 

 

•プロセスとスレッド 

ビックエンディアン、リトルエンディアン 

利点と欠点 



本日の課題 
１． 空の状態のキューとスタックの二つのデータ構造がある。次

の手順を順に実行した場合、変数xに代入されるデータは何
か？ 

２．並行処理の単位として。プロセスの他にプロセス内に存在するス
レッドを用いることがある。一つのプロセス内のすべてのスレッド
が共有する者は何か？                         
またスレッドを用いることの利点と欠点を示せ。 （ネ改） 

（基本） ここで、 
データyをスタックに挿入することを push(y) 
スタックからデータを取り出すことを pop() 
データyをキューに挿入することを enq(y) 
キューからデータを取り出すことを deq() 

と、それぞれ表す。 

push(a) 
手順： 

push(b) enq(pop()) enq(c) push(d) push(deq()) 
x=pop() 
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